


均衡ある発展を考える上で、北部地区では東埼玉テクノポリスの拡張、東部地区では三輪野江の白地地区の見通
し、この2つの事業は必要不可欠と考える。近隣の草加市、松伏町では産業団地整備が進む中、吉川市では大きな
企業が転出するなど法人税【3億7千4百万】が、たばこ税【4億8千9百万】を大きく下回る大変厳しい財政状況
となっているが「生活の快適さ」、「強固な財政基盤の構築」のため「まちづくり」や「企業誘致」など、今後の
開発について、この2事業に対する市長のお考えと見通しについて伺う。

北部・東部地区の開発について

シティープロモーションとして「八坂祭り」を「日本の祭り　傑作選」など　メディアに紹介しＰＲ効果を図っては。

市民生活部長 産業振興や雇用拡大を図る観点からも、事業化を図る必要性がある。東埼玉テクノポリスは埼玉県企業
局が整備したものであることから、同じく埼玉県企業局に働きかけていく。

都市建設部長 三輪野江の白地地区は約120haあり、全て開発は難しい。常磐道北側を農業拠点、南側を将来開発、地区西側を農地保全の区
域として検討し、三郷市とも情報共有、連携を図り検討していく。

市　　　　長 北部に関して、工場の拡張も、2年間かなり県ともお話させて頂いており、是非進めて行きたいと思う。
東部においては、とにかく早く進めていこうという事で、美南が終わってからではなくて、もう2年前から動いていたと理解して頂き意
気込みを感じて頂ければと思う。

八坂祭りの観光資源ＰＲについて

市民生活部長 経済効果を高め、地域活性化が図れるよう積極的にＰＲしていく。

テレビ、マスコミ関係者とお話をさせて頂く中で、もう1つ特徴がないと取り上げて頂けない現実がある。
是非、祭りの中身、ご提案頂いた駅前から通すとか、もう少し日数を増やすなど、そういった事業進める
中で、違った角度でも取り上げて頂けるよう積極的にＰＲしていく。

市　　　　長

BCP（業務継続計画）の進捗状況は。また、大規模災害時、市の人材、資機材で対応は可能なのか。

大規模災害発生時の対応について

都市緑地法の一部を改正する法律案が参議院で可決され、それまで国家戦略特区に限って認められていた公園内の保育園
設置が、全国で可能になった。吉川美南駅東口に建設予定の公園も含め、公園内に保育園を設置したらいかがか。

市民生活部長 昨年9月にBCP簡略版を、今年の3月末に地震発生時におけるBCP（1ヶ月間対象）を策定した。また、市の人
材、資機材だけでは対応できない。自助の考え方を広めることが重要であると考えている。

公園内の保育園設置について

国は指定避難所に空調設備やWi-Fi の設置を緊急防災・減災対策事業債の対象にした。指定避難所に空調設備の設置を。

市民生活部長 空調設備は重要であると考えている。今後も、多様な手段で調達できるように研究していく。

待機児童問題解消のため、保育施設が拡充され、来年度から定員も222名増加する。しかし、保育士が確保でき
なければ、意味を成さない。保育士確保について、具体策は。

こども福祉部長 保育士の確保等に関する協定を川村女子学園大学と締結した。この協定に基づき、支援していく。

待機児童問題解消のため、保育士確保についての具体策は

こども福祉部長 都心部と異なり、保育所設置の用地確保が困難でないため、現時点では、考えてない。

稲垣茂行文教福祉常任委員長辞任
昨年9月定例会での稲垣茂行議員の「人権を侵害した発言」、その後発行した「市民の会・無所属」の議会報告での「事実をねじまげる虚偽記載」など含め、
昨年12月定例会で「稲垣茂行文教福祉常任委員長の辞任を求める決議」が賛成多数(賛成：自民・公明・共産「10」反対：市民の会・無所属「8」)で可決
をした。教育や人権など司る文教福祉常任委員会委員からは、「稲垣委員長の下での委員会審議には到底応じられない」と、12月・3月定例会では審
査未了。計3日の延長となったうえに、委員会審議を本会議場で採決する事態となりました。今定例会の委員会冒頭に、稲垣茂行委員長から「議会の
正常化を図るため辞任したい」旨の申し出があり、委員会で承諾されました。議会を混乱させた責任は重大であり、遅きに失した感があります。後任には、遠藤
義則議員が委員長に選出されました。


